
一般社団法人 宗教２世支援センター陽だまり 定款

第 1章 総則
（名称）
第 1条 当法人は、一般社団法人宗教２世支援センター陽だまりという。
（主たる事務所）
第 2条 この法人は、主たる事務所を神奈川県◯◯◯に置く。
（目的）
第 3条 この法人は、宗教２世もしくは３世、４世など親の宗教から社会的許容範囲を超えた影響を受
けたもの（以下「宗教２世」という。）に対して、彼らの抱える問題への支援に関する事業を行うこ
とを目的とし、その目的に資するため、次の事業を行う。

（１） 宗教２世に関する情報収集
（２） 宗教２世への個別の相談対応
（３） 宗教２世に関係する各機関への情報提供、周知
（４） 宗教２世相談員の育成
（５） 宗教２世問題に関する勉強会の開催
（６） 宗教２世の自助グループの支援
（７） その他当法人の目的を達成するために必要な事業
（公告）
第４条 当法人の公告は、電子公告により行なう。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告をすることができない場合は官報に掲載する方法により行う。

第２章 会員
（種別）
第５条 この法人の会員は、次の三種とし、正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法
律（以下「一般法人法」という。）上の社員とする。

（１） 正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体
（２） 賛助会員 この法人の目的に賛同し、活動を支援するために入会した個人及び団体
（３） サポーター この法人の目的に賛同し、活動を支援するために入会する個人
（入会）
第 6条 正会員は、次に掲げる条件を備えなければならない
（１） 宗教２世問題に対して理解がある。
（２） 会員としての活動内では、特定宗教・特定政治団体・スピリチュアル・マルチ商法などへの勧

誘・宣伝・推奨などを行わない。
（３） 特定宗教・特定政治団体・スピリチュアル・マルチ商法などに対して会員としての活動で知り

えた情報を無断で伝えない。
（４） 宗教２世個人の情報を無断で利用しない。



（５） 宗教２世個人を自身の利益のために不当に利用しない。
（６） ヘイト表現、地域差別、フェイクニュースの流布などを行わない。
２ 正会員として入会しようとする者は、理事長が別に定める入会申込書により、理事長に申し込むも
のとし、理事長は、そのものが前項各号に掲げる条件に適合すると認めるときは、正当な理由がない
限り、入会を認めなければならない。

３ 理事長は、前項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本人にその旨
を通知しなければならない。

（入会金及び会費）
第 7条 正会員及び賛助会員は総会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。
（会員の資格の喪失）
第 8条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。
（１） 退会届を提出したとき。
（２） 本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。
（３） 継続して 1年以上会費を滞納したとき。
（４） 除名されたとき。
（退会）
第 9条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会することができる。
（除名）
第10条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会において正会員数の3分の２以上の決議
により、これを除名することができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えな
ければならない。

（１） この定款等に違反したとき。
（２） この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。
（３）その他除名すべき正当な事由があるとき。
（拠出金品の不返還）
第 11 条 既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、返還しない。

第３章 社員総会
（構成）
第 12 条 社員総会は、全ての正会員をもって構成する。
（権限）
第 13 条 社員総会は、次の事項について決議する。
（１）会員の除名
（２）理事の選任又は解任
（３）理事の報酬等の額
（４）貸借対照表及び損益計算書(正味財産増減計算書)並びにこれらの付属明細書の承認
（５）定款の変更
（６）解散及び残余財産の処分



（７）合併及び事業の全部又は重要な一部の譲渡
（８）基本財産の処分の承認
（９）その他社員総会で決議するものとして法令又はこの定款に定める事項
（定時社員総会の召集時期）
第 14 条 定時社員総会は、毎事業年度終了後３か月以内に召集する。
（社員総会の召集権者）
第 15 条 社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、代表理事が召集する。
（社員総会の議長）
第 16 条 社員総会の議長は、代表理事がこれに当たる。
２ 代表理事に事故があるときは、社員総会においてあらかじめ定めた順序により他の理事が議長にな
る。

（議決権の数）
第 17 条 正会員は、各１個の議決権を有する。
（社員総会の決議）
第18条 社員総会の決議は、法令又は定款に別段の定めがある場合を除き、総正会員の議決権の過半数
を有する正会員が出席し、出席した正会員の議決権の過半数をもって行う。

第４章 理事
（理事の員数）
第 19 条 当法人の理事は、３名以上とする。
（理事の制限）
第20条 理事のうちには、それぞれの理事について、当該理事と次の各号で定める特殊の関係のある者
である理事の合計数が、理事の総数の３分の１を超えて含まれることになってはならない。
（１） 当該理事の配偶者
（２） 当該理事の三親等以内の親族
（３） 当該理事と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者
（４） 当該理事の使用人
（５） 前各号に掲げる者以外の者で当該理事から受ける金銭その他の資産によって生計を維持してい

る者
（６） 前３号に掲げる者と生計を一にするこれらの者の配偶者又は三親等以内の親族
（理事の任期）
第21条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の
終結時までとする。
２ 任期満了前に退任した理事の補欠として、又は増員により選任された理事の任期は、前任者又は在
任理事の任期の残存期間と同一とする。
（代表理事）
第 22 条 当法人に代表理事１名を置き、理事の互選により定める。
（理事の報酬及び退職慰労金）



第 23 条 理事の報酬及び退職慰労金は、社員総会の決議により定める。

第５章 基金
（基金を引き受ける者の募集）
第 24 条 当法人は、社員総会の決議により、基金を引き受ける者の募集をすることができる。
（基金の拠出者の権利に関する規定）
第 25 条 基金は、当法人の解散のときまでこれを返還しない。
（基金の返還の手続）
第26条 前条の規定にかかわらず基金は、定時社員総会が決定したところに従って返還することができ
る。

第６章 計算
（事業年度）
第 27 条 当法人の事業年度は、毎年 10 月１日から翌年 9月末日までの年１期とする。
（剰余金の分配の禁止）
第 28 条 当法人の剰余金は、これを一切分配してはならない。
（残余財産の帰属）
第 29 条 当法人が解散（合併又は破産による解散を除く。）したときに残存する財産は、これを神奈
川県に帰属させる。

第７章 個人情報の保護
（個人情報の保護）
第 30 条 当法人は，活動上知り得た個人情報の保護に万全を期するものとする。
２ 個人情報の保護に関する必要な事項は、社員総会の決議により別に定める。

第８章 附則
（最初の事業年度）
第 3１条 当法人の最初の事業年度は、当法人成立の日から令和 5年 9月末日までとする。
（設立時の入会金及び会費の額）
第 3２条 当法人の設立時における入会金及び会費の額は、次のとおりとする。
（１）入会金

正会員 個人 10,000 円 団体 50,000 円
賛助会員 個人 2,000 円 団体 10,000 円

（２）年会費
正会員 個人 10,000 円 団体 50,000 円
賛助会員 個人 1口 2,000 円

団体 1 口 50,000 円
（設立時役員）



第 3３条 当法人の設立時代表理事及び設立時理事は、次のとおりである。
設立時理事兼代表理事 木本 明宏
設立時理事 ◯◯ ◯◯
設立時理事 ◯◯ ◯◯

（設立時社員）
第 3４条 当法人の設立時社員の氏名又は名称及び住所は、次のとおりである。

神奈川県◯◯◯◯
設立時社員 木本 明宏
◯◯◯◯◯◯◯◯
設立時社員 ◯◯ ◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯
設立時社員 ◯◯ ◯◯

（法令の準拠）
第 3５条 この定款に規定のない事項は、すべて一般法人法並びにその他の法令に従う。

以上、一般社団法人宗教２世支援センター陽だまり設立のためこの定款を作成し、設立時社員が次に
記名押印する。

令和 4年 12 月 13 日

設立時社員 木本 明宏 ○印

設立時社員 ◯◯ ◯◯ ○印

設立時社員 ◯◯ ◯◯ ○印

附則 令和６年１２月２２日、一部条文の追加施行
追加 第７章（個人情報の保護）

㊞ ㊞ ㊞ 捨印


